
 

 

  

 

～今、子どものために大人ができること～  

 

 

 

 

令和時代を生きる私たちが、未来を見据えて子どもたちに望むこと。 

高学年のノート 

AI時代だからこそ、 

失敗を恐れずちゃんと立ち直り、 

自分の力で少しずつでも道を切り開き、 

その先には、世界の人とつながり 

協働できる喜びを知る人になってほしい！ 

低学年の手仕事作品 

そのためには、今、何が必要？  
 

KYOTANABE
 Steiner

 School
 

【配信期間】2023 年 12 月 25 日～2024 年 2 月 29 日 

参加費（会場参加・録画配信とも） 
 

京田辺シュタイナー学校主催 

京田辺市教育委員会後援(申請中)  入間カイさん講演会         

一  般 
会  員 

（友の会・法人） 

２２００円 １２００円 

 



 

 

学校ウェブサイト  講演会申込み 

学年別人数 

京都府京田辺市興戸南鉾立 94   

WEB https://ktsg.jp/  

お問合せ koen@ktsg.jp  

幼少期をドイツで過ごし、中高時代にイギリ

ス、アメリカに留学。上智大学卒業後、英独の翻

訳・通訳・執筆業。ゲーテアヌム医学セクション

外部研究員。那須みふじ幼稚園園長。 

訳書に『小児科診察室 シュタイナー教育・医

学からの子育て読本』（Ｍ・グレックラー、Ｗ・

ゲーベル）『乳幼児のためのシュタイナー保育』

（Ｂ・ライチェル）など、著書に『これからのシ

ュタイナー幼児教育―いま、おとなにできるこ

と』、『三月うさぎのティータイム 〈子ども時代

の権利〉のために』などがある。 

そのヒミツは、子どもたちそれぞれの発達段階に大人ができることを知り、   

与えすぎず、子ども本来の力を引き出す環境づくり。             

例えば、手足を使う学びや遊びは                  

子どもの中に何を育むのでしょう？            

入間カイさんプロフィール 

 

 

 

 

シュタイナーの考えをもとにした子育てなら、子どもに必要なことはとてもシンプル！   

 

KY
OT
AN
AB
E S

te
in
er

 S
ch
oo
l 

いつか未来へと羽ばたく子どもたちが、   

心の豊かさ、                

成し遂げる強さ、              

人や社会と関わる喜びを自然に備え、  

本当にやりたいことが 

実現できる人となれますように。      

 

居住エリア 

入間カイさんより、みなさまへ   

 

Kai   Iruma  

（2023 年 4 月現在）   

私は不登校の最初の世代で、子どもの頃は、自分は社会に受け入れられずに

生きていくのかと不安でした。                       

大人になってから、シュタイナーの「人間の中の社会的衝動と反社会的衝動」

という言葉に触れて、自分の当時の違和感が理解できたように思いました。   

人間の中には社会参加への意志と、自分は他

の人々とは違うという社会に反発する意識が

共存している、でも健全な社会にはその両方が

必要なのだというのです。           

一人ひとりの違いを大切にしながら、社会に

開いていくこと。それがシュタイナー学校が不

断に努力していることのような気がします。   

そんなことをこれから出会う保護者や教育

者の方々と語り合えたら嬉しいです。      

 

 

＊国・自治体の各種感染症対策や台風等により、急な中止や変更が生じる

場合もございます。当日朝ウェブサイトをご確認の上、ご参加ください。   

＊来客用の駐車スペースは設けておりません。公共交通機関又は近隣の有

料駐車場をご利用ください。ご事情のある方はご相談ください。      

＊大変申し訳ございませんが、託児はございません。           

 


